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諸外国のASD者の運転に関する研究を概観した。免許取得率は定型発達（TD）者よりも低いがその割合は一様ではな
かった。免許取得過程には指導者の障害理解や指導スキル，本人の障害の開示などの問題があった。運転への自信や不
安についての研究結果は一意ではなかった。障害特性が運転に与える影響の検証は多数あり，社会的状況認知や視覚運
動の協調など諸側面でASD者の運転行動がTD者よりも拙劣とする結果があるが一貫性はなかった。また路上運転ではな
くドライビングシミュレーターによる検討がほとんどであった。運転改善の検討からは，構造化，明瞭化，実演して見
せるなどの方略の有効性が示された。以上よりASD者がTD者と比べて運転リスクが高いといえる一貫した証左はなく，
個々の事例性に大きく依拠することが示唆された。今後わが国でも実証的研究の蓄積とそれに基づくシステマティック
レビューやガイドラインの作成が求められよう。
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Ⅰ．はじめに

1．障害者と道路交通法等の改正
障害者にかかる最近の道路交通法の改正状況とし

ては，平成 20 年 6 月に施行された道路交通法の一
部を改正する法律（平成 19 年法律第 90 号）により，
耳の聞こえない重度聴覚障害者についても，ワイド
ミラーの使用の条件で，専ら人を運搬する構造の普
通自動車に限り運転免許が取得できることとされ
た。また，平成 24 年 4 月に施行された道路交通法
施行規則の一部を改正する内閣府令（平成 23 年内
閣府令 50 号）により，聴覚障害者が運転できる車
両の種類が，全ての普通自動車並びに大型自動二輪
車，普通自動二輪車，小型特殊自動車及び原動機付
自転車に拡大された。さらに，平成 28 年 4 月 1 日
に施行された道路交通法施行規則の一部を改正する

内閣府令（平成 27 年内閣府令 72 号）により，補聴
器条件者（補聴器を使用すれば両耳の聴力が 10 メー
トルの距離で，90 デシベルの警音器の音が聞こえ
る者）の第二種運転免許の取得が可能となった。身
体障害者の運転免許の保有状況を見ると，平成 30
年末において，「ワイドミラーの使用」が 1,205 人
のほか「補聴器の使用」，「身体障害者用車両に限定」
と「義手・義足の条件」と合わせ，運転免許を保有
する身体障害者は 239,531 人となっている。これら
の数字が示すように，手・足を始めとする四肢体幹
障害，聴覚障害といった身体障害者の多くは運転免
許を取得でき，またそのための教習も進んでいると
考えられる。

2．障害者の社会参加と運転免許取得
障害者基本法では「障害者の自立及び社会参加の

支援等のための施策を総合的かつ計画的に推進する
こと」（同法第 1 条）とあるように，障害者の社会富山大学人間発達科学部
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における種々の活動への参加を実現する上で，運転
免許の取得は重要な要素となっている。折しも平成
26 年 1 月に障害者権利条約が批准され，障害者の
自立支援の重要性が一層拡大している状況の中，平
成 28 年 4 月に，障害を理由とする差別の解消の推
進に関する法律（平成 25 年法律第 65 号）が施行さ
れ，また，国家公安委員会も平成 27 年 11 月に「国
家公安委員会が所管する事業分野における障害を理
由とする差別の解消の推進に関する対応指針」を策
定・告知しており，自動車教習所においても，不当
な差別的取扱いの禁止や合理的配慮の提供などが求
められている。このような状況のもと，全国 47 各
都道府県指定自動車教習所協会に所属する約 1,290 
校が会員の全国規模の業界団体である一般社団法人 
全日本指定自動車教習所協会連合会（以下，全指連）
では，近年，特に発達障害者に対する運転免許取得
支援と高次脳機能障害者の運転再開に向けた取り組
みについて重点的に対策を進めている。

Ⅱ．発達障害者に対する運転教習の状況

全指連では，平成 24 年 3 月に栃木県の鹿沼自動
車教習所の取り組みに注目し，発達障害者に対する
教習を実施するための課題等を検討するため，「発
達障害者の教習に関するパイロット事業調査委員
会」を設置し，3 年にわたり調査研究を行い，50 名
のパイロット事業参加者の個別事例と 2 名の参考事
例を通じ，発達障害者の運転免許取得における支援
について検討してきた。その結果，46 人が免許を
取得するまでに至っており，鹿沼自動車教習所にお
いては，現在も発達障害者の運転免許サポート「つ
ばさプラン」を推進し，免許取得支援に取り組んで
いる。これまで 332 名が運転免許を取得（2021 年
8 月現在）しており，環境調整や適切な配慮の上で
の運転免許取得の可能性が示唆される。また，ウェ
クスラー式知能検査 WAIS 改訂第 3 版（WAIS- Ⅲ）
を併用したこれまでの取り組みの蓄積から，必ずし
も知的能力のみが免許取得の可否を規定する要因で
はないことが明らかになっている（梅永・栗村・森
下，2016）。

全指連では，平成 28 年度事業として，発達障害
者の教習支援マニュアルに関する調査研究委員会を
設置し，発達障害への理解といった基本的な支援姿
勢から具体的な支援方法に至るまでをマニュアル化

し，全国の教習所で容易に実践できるような資料を
提供することにより，交通安全を確保しつつ発達障
害者の社会参加の拡充に資することとしている。同
委員会において調査研究を進めた成果として，平
成 30 年 5 月に「発達障害者の教習支援マニュアル」
が完成し，全国の各教習所にも配布された。全指連
では平成 10 年より障害者教習指導員研修をほぼ毎
年実施しているが，このマニュアル刊行を受け，そ
れとは別事業として平成 30 年度より毎年，発達障
害者教習支援指導担当者研修を位置付け，実施して
きている。

Ⅲ．わが国における発達障害者の
運転に関する研究

このように，わが国において，発達障害者に対す
る運転免許取得は法的にも当然の権利として認めら
れ，また全国の指定自動車教習所においても合理的
配慮のあり方が研修やマニュアルにより普及され，
一部の先進的な取り組みとして「つばさプラン」が
運転教習支援の開発と適用に務めるなど，認知と取
り組みは拡大しつつある。しかし，それと同時に，
教習所や発達障害当事者並びにその家族，そして関
係者以外からも，果たして発達障害者は運転適性上，
問題はないのかという問いが提起されるようになっ
てきた。

実は，この問いの返答に資する，わが国での発達
障害者の運転にかかる様々な事象について学術的に
検討された研究論文は以下のもの程度にしかない。

栗村（2015）は教習所の支援体制と免許取得事例
1 例について報告している。技能教習については発
達障害に起因する運転操作の困難さよりも，学ぶこ
とに対する困難さが問題になっていること，学科教
習については短期記憶の弱さとこだわりの強さ，抽
象概念の理解の苦手な点が課題であること，そして
全般的には教習自体よりも他の教習生との関わり合
いの難しさに言及されており，コーディネーターの
ような専門性の高いスタッフによる教習の個別支援
が重要であることを述べている。しかし，1 例の症
例報告であり，これのみをもって発達障害者の運転
特性や教習上の配慮の有効性を示すことはできない。

宮田（2016）は発達障害者の運転免許取得にソフ
ト面からではなく工学的視点からの研究知見を示そ
うとしている。しかしこの研究では，発達障害者で
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はなく運転に不慣れなペーパードライバーによるド
ライブシミュレーターを用いて注視点計測などを
行った結果，状況変化に対する適応能力をシミュ
レーションにより向上できる可能性をあくまで間接
的に示すにとどまっている。

高橋・小野島・梅永（2021）は，発達障害者に対
応するコースを有する運転教習所の教習データと指
導員への聞き取りから，発達障害者の運転免許取得
において，運転技能的側面を追加で援助する必要性
を示している。しかし特別な支援を提供する運転教
習所におけるデータであることからその結果を一般
化することには留意する必要がある。

論文にはなっていないが，最近では，障害児者を
対象とする教育や心理系の学会において，運転教習
に関する取り組みや事例報告がなされている。富山
大学の水内らは 2017 年以降，日本 LD 学会におい
て自主シンポジウムやポスター発表において，つば
さプランの取り組みとその有効性について事例報告
を行なっている 1。しかしそれらは教習支援上の合
理的配慮の必要性とバリエーションを提示するもの
の，発達障害者の母集団を反映した実証的な知見を
提供するものとはなりえていない。

このように，わが国において，エビデンスレベル
の高い研究の蓄積が求められており，発達障害者の
運転教習の様々な領域にかかる特性把握や卒後の安
全運転の維持の状況などについて検討される必要が
あるだろう。

Ⅳ．諸外国にみる研究知見

諸外国に目を転じると，発達障害者の運転にかか
る研究はさまざまな分野や領域において多数報告が
ある。ただしわが国と運転制度そのものが異なるこ
とが多く，それらの知見をそのままわが国の発達障
害者の運転に当てはめて考えることは適切ではな
い。例えば標識の意味や右左折の方法，わが国には
馴染みのないロータリーの活用などの運転状況も異
なれば，運転免許取得にかかるシステムや車検など
についても異なる。わが国で言うところの道路交通
法やその違反要件なども当然ながら異なる。

一方で発達障害者の運転というテーマを取り上げ
た研究の数は多く，その中には対照群を用いて検証
した定量的研究や，それらのシステマティックレ
ビューのようなエビデンスが高い研究知見もあり，

それらを概観することは，わが国の発達障害者の運
転について考える上で参考になるものと思われる。
そこでこのⅣ章では，Lindsay(2017) の自閉スペク
トラム症（ASD）者の運転に関するシステマティッ
クレビュー（systematic review）をベースとし，
それ以降に示されたエビデンスレベルの高い研究も
加えて，知見を概観，整理して示す。
1．レビューの方法

Lindsay(2017) ではレビューの対象となる論文を
選択するために，以下の手続きをとっている。①
1980 年から 2015 年 3 月までに査読付き雑誌に英語
で発表された論文，② ASD 者本人（子ども，若者，
成人），ASD 者本人を代弁する人（保護者など），
または ASD 者本人と関わる仕事をしている人（教
習指導員やスクールバスの運転手など）を対象とし
た論文，③運転や交通機関による移動に関連する側
面について検討した，定型発達者を対照群として設
けた比較研究，もしくは ASD 者に対する大規模質
問紙調査のいずれかである実証的データを示す論文
である。論説，書籍の章，博士／修士論文，報告
書，未発表の論文は除外した。この要件を満たすも
のを，複数の学術刊行物データベースにおいて，タ
イトルに対するキーワード検索，アブストラクトを
読んでの選別，複数研究者によるフルテキストを読
んでの選別を経て，4,966 本の論文から，最終的に
22 本に絞り込んでいる。なお，Lindsay(2017) は，
②，③にあるように ASD 本人の自動車運転だけで
なく交通機関を利用した移動に関する研究について
も取り扱っているが，本章ではそれにあたる 9 本に
ついては除外した。本章の以下の論述では，筆者が
Lindsay(2017) の論文の記述をベースに，①に加え
て 2015 年 4 月以降に発表された論文で②と③に該
当する 8 本を新規に加え，計 21 編の研究について
再整理した。そのため Lindsay(2017) の論述と重複
する部分があることをあらかじめ申し添えておく。

2．レビューされた知見
（1）運転免許の取得率
　アメリカ合衆国で行われた Farley, et al.  (2009)
の研究では，知的な遅れのない ASD 者（以下 HF-
ASD）のうち 27％が運転免許証を持っており，定期
的に運転していることを明らかにした。Cox, et al. 
(2012) は，HF-ASD 者の 48％が運転免許証を持っ
ており，29％が教習許可証（アメリカ合衆国では免
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許取得の前段階として必要）を持っており，8％が
教習許可証を取得しようとしていることを明らかに
した。同様に，Huang, et al . (2012) は，ASD 者の
34％が免許を所持していることを明らかにしたが，
これは定型発達者の免許所持率が 68％であること
に比べると低い。同様に Curry, et al . (2018) はアメ
リカ合衆国の 2 つの州のある地域の医療記録による
大規模調査から，HF-ASD 者のうち免許取得者は
34%，定型発達者は 83.5% であることを示している。

ASD 者の免許所持率は研究によって異なってい
たが，これは国ごとの免許制度の違いに加え，参加
者の ASD のサブタイプの違いを反映している可能
性があるだろう。

（2）運転免許取得過程上の課題
運転指導員は，ASD 者に運転を教えることには

困難を感じており，特に，ASD 者が予期せぬ変
化への対応，長時間の運転での注意力の持続，交
通への合流など，複雑な運転が要求される事態に
直面した場合には難しさがあると報告している。
Tyler(2013) の運転指導員に対する質問紙調査では，
社会的スキルの低さが運転指導員との間の誤解やコ
ミュニケーション不足につながる可能性があるこ
とを示している。運転指導員からすれば，HF-ASD
者は他の運転者の行動を理解するために必要とされ
る顔の表情やジェスチャーを読み取る能力が低く，
加えて交通という予測不可能な事象や他の運転者と
いった予測不可能な性質が HF-ASD 者の免許取得
をより困難なものにしていると述べている。さらに
運転指導員にとって HF-ASD 者は，ある特定の興
味だけに集中してしまうことが多く，反復的なこだ
わりが運転を学ぶ上での困難を生み出しているとも
述べている。

他にも Tyler(2013) は，運転試験時における差別
を恐れて，親が障害や薬の開示を好まないことが多
いことを述べている。オーストラリアでは，障害や
関連する服薬が交通安全に影響を与える可能性のあ
る運転行動と関連することから現在の障害や服薬
を申告する報告制度を設けているが，そこには HF-
ASD は含まれていない。Cox, et al . (2012) は，親の
70% が，ASD であることが本人の運転能力に影響
を及ぼすと考えているのに対し，本人自身は ASD
であることが自分の運転に影響を与えるとは考えて
いないという調査結果を報告している。

また，ASD 者が免許取得をする際のサポートの

不足も一因であると考えられる。Tyler(2013) は，
免許取得の過程における課題の 1 つに，ASD 者の
ための特別な訓練コースがないことや，運転指導員
に ASD に関する知識が不足していることを指摘し
ている。

Chee, et al.  (2014) が述べるように，親，ASD 者
本人，運転指導員それぞれに対する障害理解とその
教育が必要であり，たとえば，後述する ASD 者の
抱える不安，危険の認識，経路選択（navigation）
などの問題に対処するためには，ASD 運転者教習
マニュアルを開発し適用することが求められよう。

（3）運転への自信や不安
ASD 者の運転に対する自信や不安に関連する問

題もこれまでに多く取り上げられている。Huang, 
et al.  (2012) な ら び に Tyler (2013) の 研 究 で は，
ASD 者が運転に対する自信を有していることを示
している。Chee, et al . (2014) は，ASD 者，定型発
達者ともに，運転ができることが生活の質の向上
と自立に寄与すると考えていること，そして ASD
者の中には自信を持って自立した運転ができると
思っている人もいれば，自分で運転するよりも公
共交通機関を利用したり，徒歩で移動することを
好む人もいることを報告している。また，この研
究の対象となった大多数の ASD 者は高速道路での
運転に苦手意識を持っており，その他の ASD 者
は，必要な時だけ高速道路を運転するが，反応時間

（reaction time）には自信がないと述べていた。こ
れは，ASD 者が運転する際の不安経験が障壁となっ
ている可能性がある。Ross, et al . (2018) の保護者に
対する調査では ASD 者の方が定型発達者に比して
運転に対する不安が高いことを報告している。また，
Chee, et al . (2014) の研究では，定型発達者の方が運
転能力に対して自信があり，安全であり，自立して
いるという点で一貫した考えを持っていた。同様に，
Daly, et al . (2014) は，ASD 者は運転能力に対する
評価が著しく低かったことを示したが，これはそも
そも ASD 者本人の運転能力に対する自己評価自体
が不正確なものであるという可能性についても指摘
している。

このように自信を持って運転しているかという点
では一貫性がなかったが，これらの相反する結果は，
研究対象となった ASD 者の持つ特性の多様性，不
均一性，個々の生活経験に依るところが少なくない
だろう。
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（4）運転上の行動特徴
ASD 者の特性と運転行動との関連に焦点を当て

た研究は少なくないが，これらの知見のほとんど
は実際の路上での運転行動ではなく，シミュレー
ションや自己申告に基づいたものである。たとえ
ば Daly, et al.  (2014) は，ASD 者は，定型発達者よ
りも交通事故，違反点数，運転上の問題（故意の違
反，ミス，怠慢など）が多いことを報告している。
また，ASD 者は，定型発達者に比べて免許取得が
遅く，週の運転日数が少なかった。さらに，ASD
者は，交通量の多い道路や高速道路，夜間の運転
を避けるなど，運転に自分で制限をかけていた。
Huang, et al . (2012) では，性別，ASD のサブタイ
プ，親の年齢や学歴，公共交通機関へのアクセスの
良さによって，運転状況や運転行動には違いは見
られなかったとしている。Classen, et al.  (2013) は，
注意欠如・多動症（ADHD）と ASD の二重診断の
ある者と定型発達者とで，ドライビングシミュレー
ターを使用した運転行動の違いを検証した。その結
果，ADHD-ASD 者は，右目の視力，選択的注意力，
視覚運動パフォーマンスがより悪く，その上ドライ
ビングシミュレーターを使用した際の視覚スキャ
ン，速度調節，車線維持，刺激への順応に関連して
より多くのエラーを起こし，運転ミスの合計数が多
いことを報告している。ただしシミュレーション上
の対物衝突，車同士の衝突，歩行者の衝突に関して
は，ADHD-ASD 者と定型発達者との間に違いは見
られなかった。Classen & Monahan(2013) は，同じ
ドライビングシミュレーターを用いて，ASD 者と
定型発達者との違いを検討している。そこでは同様
に，ASD 者は右目の視力，認知能力，視覚運動統合，
協調運動，運転技能，速度調節，車線維持，指示器
の扱い，刺激への順応力が低いことを明らかにして
いる。

Monahan, et al . (2013) は，ドライビングシミュ
レーターを用いて，10 代の ADHD-ASD 者と定型
発達者とで，運転前のスキルを比較した。その結果，
ADHD-ASD 者には，注意を切り替える，単純な連
続したタスクを実行する，視覚運動と協調運動との
反応を統合する，という点において，障害特性に起
因する難しさがあることを報告している。一方，定
型発達者では堅実なスキルと運転ミスの少なさを示
している。

Cox, et a l. (2016) の研究では，ASD 者は定型発達

者よりも運転に関する諸能力は低く，さらにマルチ
タスクのようなワーキングメモリ課題を遂行する際
には有意に低下していた。

Reimer, et al . (2013) は，HF-ASD 者にドライビ
ングシミュレーターを使用し，衝突頻度と車両制御
に関しては，定型発達者と同等のレベルであること
を示した。しかし，HF-ASD 者は定型発達者に比
べて心拍数が高く一定であること，視線のパターン
は車道の刺激領域から視覚的注意を逸らそうとする
ことを示していた。そして，認知的要求が増加す
るに伴い道路から焦点を逸らしてしまうのは，HF-
ASD 者が，重大な出来事に素早く対応する能力が
弱いという特性による可能性を示唆している。

Sheppard, et al . (2010) の研究では，ASD 者に運
転中の危険に関するビデオを視聴させたところ，
ASD 者は，対物などの非社会的な危険に関しては
定型発達者と同様の成績を示したが，社会的な情報

（歩行者など）に関わる危険を知覚する課題で有意
に低かった。これらの結果は，ASD 者は，社会的
処理能力に依存するような危険状況下での運転には
困難がある可能性を示唆している。

 Chee, et a l. (2019) は，シミュレーターではある
ものの，従来の研究に比してより複雑な運転状況下
での ASD 者の運転パフォーマンスを検討した結果，
定型発達者に比して運転中のミスが多く，信号が変
わろうとする交差点への侵入といった状況での反応
が遅かった。ただし，他の車への衝突は定型発達者
よりも少なかった。

Dodwell , et al . (2020) はAutism Spectrum 
Quotient (AQ) の得点の高群と低群とで，無条件（無
音声），人の話を聴きながら，会話しながら，の 3
条件下でシミュレーターを用いて示す運転パフォー
マンスについて検討した結果，高群は，無条件下以
外は心理的・身体的負荷が高く，特に車線変更やハ
ザードへの反応といった瞬間的な操作に苦手さを呈
した。ただしこの研究の対象者は AQ の得点の高
低で群分し，群間比較したものであり，必ずしも
ASD の診断があるものではない。

実際の路上での ASD 者の運転パフォーマンスを
検証したものは特に近年で 2 件のみみられた。Cox, 
et al.  (2020) によれば，シミュレーターと路上の 2
つの条件下で検証したところ，シミュレーターでは
ASD 者の運転成績は定型発達者に比して低かった
が，路上では差は認められなかった。また，Chee, 
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et al . (2017) は路上での運転パフォーマンスについ
て定型発達者と比較し，ASD 者は，特に左折，右折，
横断歩道での車両操作のパフォーマンスが低かった
ものの，ラウンドアバウト（一時停止位置や信号機
がないタイプのロータリー式交差点）でのウイン
カーの使用や交差点進入時の横断車両の確認など，
ルールの遵守に関する面では，ASD 者が定型発達
群を上回ったことを報告している。

このようにいくつかの研究で ASD の人は定型発
達者に比べて運転パフォーマンスが低いことが示さ
れているが，これは，実行機能，社会的刺激（social 
stimuli），注意力，衝動性，不安などの ASD の特
性と関連している可能性が高い。また ASD 者は道
路のルールを知ることには長けているが，交通上の
行動や予期せぬ状況には困難があることも示されて
いる。ただしこれらの研究のほとんどが実際の路上
での運転行動を直接評価したものではなく，自己報
告，親の認識，またはシミュレーターでの行動を評
価したものであることに留意する必要がある。

（5）運転改善のための方略
ASD 者の運転技能の向上に役立つ可能性のある

方略に注目した研究としては，たとえばTyler (2013) 
は，ASD 者を指導する運転指導員は，文脈に依存
して意味が変わるような言葉に対する受け取り方の
齟齬を避けるために，直接対話することが効果的で
あると述べている。さらに，HF-ASD 者は，過度
の刺激を受けると，恐怖，フラストレーション，怒り，
またはストレスという形で反応することが多く，彼
らは対処メカニズムとして安全についての話題に終
始してしまい，運転に集中できなくなると運転指導
員は報告している。Tyler (2013) は，この問題を克
服する方略として，運転指導員は運転教習を短い間
隔で行い，また静かな場所で教習を行うことを提唱
している。また，彼らの不安に対処するための方法
を取り入れることも推奨している。たとえば ASD
のある教習生を指導する際に，タスクの順序や定期
的な指導を強化するためのコミュニケーション用
ノートなどのツールの使用，一貫性を持たせ，混乱
や不安を軽減するために構造化された言語の適用な
どが挙げられる。

Ross, et al.  (2015) は，ASD 者を指導する運転指
導員を対象とした調査から，構造化，明瞭化，具体
的に実演してみせる，練習，反復，個別のアプロー
チといった方略が効果的であったことを示してい

る。また ASD 者に運転を教えることは，そのこと
自体が ASD 者にとってポジティブな経験になりう
ると述べている。Ross, et al . (2018) は，運転指導員
は ASD 者は定型発達者に比して特性が運転に影響
を与えていると考えていること，そして構造化され
た短時間で高頻度の指導が必要と考えていることを
述べている。

Cox, et al.  (2012) は，保護者が ASD 者に運転を
教える際に，感情を見せたり，声を荒げたり，動揺
したり，話しすぎたりすること，とりわけ情報を与
えすぎたり，言葉で訂正しすぎたりすることは有効
ではないことを指摘している。また，複数の異なる
車の運転方法を教えないよう一貫性を持つこと，定
期的に練習し反復すること，スモールステップで教
えること，実際の自動車を運転する前にビデオゲー
ムなど運転に似た体験をすること，運転を開始する
前に口頭でまたは視覚的にスクリプトを提示するこ
と，そして冷静で忍耐強くあることが重要であると
述べている。またCox, et al.  (2016)はシミュレーター
を用いた訓練は，90 分以上の長時間であれば不安
を低減し馴化できることで，特定の練習課題におい
て成果を発揮できる可能性を示し，Ross et al. (2018)
は，特に VR（仮想現実）シミュレーターによる安
全で脅威の少ない訓練の結果，路上での練習を受け
るよりも運転に対する積極性を高め不安を低めたこ
とを報告している。

このように，ASD 者の運転に対する不安の低減
や，運転技能を向上させるために有効な方略の検討
も進められている。

Ⅴ．わが国で今後必要な研究

諸外国にみる ASD を中心とする発達障害者の運
転免許取得の状況や運転特性にかかる研究を鑑みる
と，ASD 者であるということをもって定型発達者
と比較して言えるような一貫した知見はなく，個々
の事例性に大きく依拠していることがうかがえる。

諸外国との交通事情などの違いを踏まえて，今後
は，わが国においても，以下のような実証的研究の
蓄積と，それに基づくシステマティックレビューや
ガイドラインの作成が求められるであろう。

1．発達障害者の運転特性の解明
発達障害者の運転技能，認知的な特性，ルールな
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どの社会的側面の理解，メンタル面，薬理作用など
について，定型発達者との比較のもとに検証される
必要があるだろう。その際，実際の運転行動につい
ては，ドライビングシミュレーターのような模擬的
状況下だけでなく実際の路上での検証が重要であろ
う。またその際は行動の分析だけでなく，GPS に
よる測定や生理的指標などの活用も考えられよう。
また運転にかかる特性理解については，心理検査や
心理実験，本人自身・親・指導員などによるインタ
ビューや質問紙などを用いた多角的な研究が必要で
あろう。また本論では ASD を中心に取り扱ったが，
ADHD，限局性学習症（SLD），発達性協調運動症

（DCD）などについての検討も求められよう。

2．運転教習のあり方についての効果検証
個々の発達障害者の運転特性に基づいた合理的配

慮に基づく教習支援のあり方についての検討が求め
られる。1 と関連した発達障害者の運転特性の把握
に特化したアセスメントツールの開発とそれによる
対象者把握に基づいた運転教習方略の妥当性，有効
性の検討が必要である。

3．免許取得後の状況
免許取得後の運転生活において，定期的，継続的

な事故率や違反率の把握，運転にかかる心理面での
モニタリングなどの把握から実際の運転状況におけ
る発達障害者の運転生活について検討が必要であ
る。またそれに加えて車の機能面での選好は，教習
の局面のみならず自動車メーカーにもフィードバッ
クされるべき情報であろう。同時に，教習とそれに
よる免許取得により，発達障害者本人の就労や余暇
や家族の生活様式の変容など，社会参加による生活
の質（QOL）がどのように変化するのかについて
も検証する必要がある。

Ⅵ．おわりに

運転免許を取得する，ということは，単に車を運
転するためのみならず，「免許そのもの」が本人の
アイデンティティの上で大きな意味がある。自動車
の運転操作そのものが一般的に MT から AT に変
化したように，10 年後も今と同じ操作方式や形状
である保証はなく，それに伴い交通環境や道路交通
法なども変わっていくだろう。そうした時代の要請

に合わせつつ，本来は取得できる可能性のある発達
障害者が，運転免許を取得したいと思った時に，そ
の興味や思いが尊重され，自動車学校での特性や
ニーズに応じた教習が提供されることで「あたりま
えへのアクセス」が図られることはもちろんのこと，
普通免許試験のあり方，そして運転制御などの自動
車の技術革新や，自動車保険の拡充など，モータリ
ゼーションの流れ全体において，合理的配慮の理念
と実践の広がりと深まりが期待される。

附記
本研究は，平成 30 年度～令和 3 年度の株式会社

鹿沼自動車教習所から富山大学に対する受託研究費
（研究課題：「発達障害者及び軽度知的障害者運転免
許取得支援システム「運転免許　つばさプラン」ア
セスメント（ＴＰＡを含む。）の研究及び改善」）を
受けて行われた研究成果の一部である。
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